
(別紙様式）

（第○回変更）

計画期間：令和７年度～令和１１年度

（令和６年度）

計　画　内　容

　　　　　　１．事業実施の基本方針

　　　　　　２．事業計画

　　　　　　３．事業実施の成果目標と実績

　　　　　　４．事業評価と対応

福岡県
　※赤字部分は、道府県毎に記載内容が変わるもの。（記載イメージ）
　※緑字部分は、事業実施計画に変更が生じた場合を想定。

事 業 実 施 計 画

中山間ふるさと・水と土保全推進事業
中山間ふるさと・水と土保全対策事業



１．事業実施の基本方針

２．事業計画

令和１０年度

13,970 13,970 13,970 13,970 13,970

－ － － － －

7,733 7,733 7,733 7,733 7,733

棚田
第3-2-(2)

ふる水
第3-2-(1)

○地域住民活動の活性化に関する推進指導、啓
発・普及活動。

①②

○上記事業の調査の実施、地域住民活動の活性
化に関する推進指導及び助言等を行う人材の育
成を行う事業。

○地域住民活動の活性化を通じた土地改良施設
や農地の機能の強化・保全に関する基本的対策
等の作成及びこれに要する調査。
○土地改良施設や農地の機能保全に資する工法
等の研究。

○住民組織が行う保全活動の推進を図るために
実施する事業。

令和１１年度

事業名 事業内容
達成すべ
き目標

との関連

○まちむら交流会員（地域住民組織）によって棚田等の保全を行う活動に対する支援を行っていく。
棚田

第3-2-(3)

ふる水
第3-2-(3)

令和７年度 令和８年度 令和９年度

保全ネット
ワーク事業

○都市住民等の保全活動への参加推進を図るた
めに実施する事業。

①
棚田

第3-2-(1)

事業実施の
基本方針

○県民に農地や土地改良施設が有する多面的機能に対する理解促進を促し、維持保全活動の必要性を啓発し地域活動を活性化するために、本事業
による啓発、支援事業を実施する。

目標年度

現状と課題

計画後の
目指す姿

○地域住民等の共同活動の強化、集落機能の活性化により、農地や土地改良施設が有する多面的機能を将来にわたって維持増進する。
○農地等が有する多面的機能に対し、県民の理解がすすみ、農業・農村の役割の再認識につなげることで、本県農業の持続的な発展、県民の健康
で豊かな生活の向上を図る。

○過疎化、高齢化の進展に伴う集落コミュニティの機能の低下、土地改良施設等の維持管理体制の弱体化。

令和１１年度

〇都市部で棚田地域の農産物、特産品の販売会を実施し、消費者ニーズを実感することにより住民意識の向上をはかる。

12,263

816

3,069

3,848

○都市部の住民を巻き込んだ中山間応援サポーター登録の推進により、中山間地域のサポート体制を強化し、棚田地域における保全活動を支援
していく。
○棚田の持つ多面的機能や棚田が育む豊かな環境の重要性について、一般県民を対象にイベント等（棚田パネル展示、啓発ポスター配布、棚田
まつり、農林業体験ツアー、農林水産まつり）で啓発を図る。

総事業費
(単位：千円）

○中山間ふるさと水と土保全対策事業の実施計画についての審議を行う委員会、町と村ネットワーク会員から応募された、農村地域活性化のた
めの都市と農村交流企画の審査・助言を行う福岡県農山漁村活性化検討委員会を開催する。
○都市（まち）と農山漁村（むら）の交流活動に積極的に取り組んでいる組織が、農地や土地改良施設を利活用し、農業・農村体験会など農村
地域集落共同の活性化や農業用施設の役割、農業の持つ多面的機能啓発のために行う活動に対する支援を行っていく。
○都市と農村の共生社会づくりを推し進めるため、都市と農村で1対1のパートナーシップを構築し、持続的・発展的交流活動を行う団体に対す
る支援を行っていく。
○都市と農村の交流を深めるため、農林業体験ツアーや農林水産まつりなどで中山間地域に関する情報を発信していく。
○都市部の住民を巻き込んだ中山間応援サポーター登録の推進により、中山間地域のサポート体制を強化し、農地保全と地域活性化を図る。
○田んぼの学校（田植え・稲刈り体験、田んぼの生き物調査（県内２校））を実施することにより農業用施設の見学、田んぼの観察を通じ、農
業や農村の持つ多面的機能の啓発を行っていく。

900

807

５ヶ年間の事業内容

○中山間地域の活性化に向けた取り組みを行う組織からの要望に対し、専門の｢地域おこしマイスター」を派遣していく。
○保全対策事業を通じた地域住民活動の活性化に関する推進指導及び助言を行う「ふるさと水と土指導員」の育成を目的として、地域リーダー
を全国研修に派遣する。

〇農山村地域振興施策の基礎資料作成のため、地域住民活動等の状況や地域住民の意識調査等を実施する。

中山間ふるさと・水
と土保全対策事業

（ふる水と土基金）

中山間ふるさと・水
と土保全推進事業

（棚田基金）

ふる水
第3-2-(2)

事業実施
要綱上の
該当項目

計画事業費

（実績額）

計画事業費

○住民組織が行う保全活動に要した経費等の助
成を行う事業。

保全活動支援
事業

②

調査研究事業

研修事業

保全活動推進
事業

推進事業



－ － － － －

中山間ふるさと・水
と土保全推進事業

（棚田基金） （実績額）



３．事業実施の成果目標と実績

①
中山間応援サポー
ターの活動への参
加者数

220
※目標値は単
年度の参加者
数。

②
まちむら交流事業
の参加者数

59,000 79,000

※目標値は基
準値に年度ご
との参加者数
の累計を足し
合わせたも
の。

４．事業評価と対応

　

○農地や土地改良施設が有す
る多面的機能を将来にわたっ
て維持増進するために、地域
住民等の共同活動の強化、集
落機能の活性化を図る。
○農地等が有する多面的機能
に対し、県民の理解がすす
み、農業・農村の役割の再認
識につなげることで、本県農
業の持続的な発展、県民の健
康で豊かな生活の向上を図
る。

外部有識者の所見 所見を踏まえた改善方針

－ － － － －

－ － － － －

基準値 目標値
年度ごとの実績

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度
達成度

②

備考

①

事業実績の評価
達成すべき目標

○農地等が有する多面　　的
機能に対し、県民の理解がす
すみ、農業・農村の役割の再
認識につなげることで、本県
農業の持続的な発展、県民の
健康で豊かな生活の向上を図
る。

○農地や土地改良施設が有す
る多面的機能を将来にわたっ
て維持増進するために、地域
住民等の共同活動の強化、集
落機能の活性化を図る。

達成すべき目標 指標


